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安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

                       

ま
ち
を
目
指
し
て

　

総
人
口
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
を

高
齢
化
率
と
い
い
ま
す
。
日
本
は
、
平
成
十
九
年
に
高
齢
化
率

が
二
一
・
五
％
と
な
り
、「
超
高
齢
社
会
（
高
齢
化
率
が
二
一
％

を
超
え
た
社
会
）」
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
全
国

的
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
が
認
知
症
高
齢
者
の
増
加

で
す
。
二
十
四
年
時
点
の
厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
の
一
五
％
、七
人
に
一
人
が
認
知
症
と
さ
れ
、

今
後
も
高
齢
化
率
の
上
昇
に
伴
い
認
知
症
高
齢
者
は
増
え
続
け

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

認
知
症
高
齢
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

   

今
回
の
特
集
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
を
守
り
支
え
る
本
市
の

認
知
症
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　

長
寿
介
護
課
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー

                                            

☎
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―  

鶴
岡
市
の
認
知
症
対
策  

―

健常者約2,217万人

軽度認知症※の
高齢者約400万人
（全体の約13％）

認知症有病者
約462万人

（全体の約15％）

65歳以上の高齢者
約3,079万人

約862万人
（全体の約28％）

※軽度認知症：正常と認知症の中間の段階。

（資料：平成24年厚生労働省の調査）

【
特
集
】

《65歳以上の高齢者のうち認知症の推計値》
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日
頃
か
ら
生
活
習
慣
に
気
を
配
る

こ
と
で
、
認
知
症
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
散
歩
等
の
軽
い
運
動
を
す
る

②
規
則
正
し
い
生

活
を
送
る

③
適
度
な
昼
寝
で

脳
を
休
め
る

④
楽
し
み
や
趣
味

を
持
つ

⑤
地
域
や
家
庭
で

役
割
を
持
つ

⑥
仲
間
の〝
輪
〟を

大
切
に
す
る

   

ま
た
、
症
状
が
軽
い
う
ち
に
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
認

知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
症

状
を
改
善
し
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
少
し
で
も
不
安
に
感
じ

た
ら
、
早
め
に
医
師
の
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

〝
支
え
る
・
守
る
〟

家
庭
で
の
介
護

   

認
知
症
の
人
を
支
え
る
最
も
身

近
な
存
在
は
家
族
で
す
。 

認
知

症
の
方
の
介
護
に
限
ら
ず
、
介
護

は
毎
日
続
く
も
の
。
介
護
す
る
側

も
さ
れ
る
側
も
、
無
理
な
く
穏
や

か
な
気
持
ち
を
保
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。
特
に
、
認
知
症
の
方
は
、

人
が
認
知
症
高
齢
者
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
認
知
症
予
備
軍

と
さ
れ
る
軽
度
認
知
症
の
方
を
加

え
る
と
、
そ
の
数
は
高
齢
者
の
四

人
に
一
人
、
約
一
万
一
千
人
と
な

り
ま
す
。

認
知
症
の
原
因
と
症
状

   

認
知
症
の
原
因
と
し
て
最
も
多

い
の
は
、
脳
の
神
経
細
胞
が
ゆ
っ

く
り
と
死
ん
で
脳
が
萎
縮
す
る

「
変
性
疾
患
」
と
呼
ば
れ
る
病
気

で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
や
前
頭
・
側
頭
型
変
性
症
等
は
、

こ
の
変
性
疾
患
が
原
因
で
す
。
次

に
多
い
の
が
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血

な
ど
脳
血
管
の
病
気
で
す
。 

   

認
知
症
に
な
る
と
、
脳
の
細
胞

が
壊
れ
た
こ
と
で
起
こ
る
、
記
憶

障
害
等
の｢

中
核
症
状｣

と
呼
ば

れ
る
症
状
が
現
れ
、
現
実
を
正
し

く
認
識
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
中
核
症
状
や
本
人
の
性
格
、

人
間
関
係
等
の
様
々
な
要
因
が
組

み
合
わ
さ
り
、
う
つ
状
態
に
な
る
、

幻
覚
を
見
る
、
暴
力
的
に
な
る
な

ど
、
行
動
や
心
理
面
に
も
症
状
が

現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〝遊〟と〝友〟
が

大切

 
実行機能障害

計画的に行動ができ
ない

（料理や買物等）

 
理解･判断力の低下

考えるスピードが遅
くなり、的確な判断
ができない

 
記憶障害

ついさっきのことを
忘れる

 
見当識障害

時間や場所、人物を
理解できない

中核症状

行動・心理症状不安
・

焦り

幻覚
・

妄想

興奮
・

暴力

徘
はいかい

徊 不潔行為

うつ状態

認知症の症状

   当てはまる項目がある場合は認知機能が衰えてきたサインか
もしれません。心配な方は近くの地域包括支援センターに相談
しましょう。

    □   物忘れが増えた
    □   日付や曜日が分からない
    □   簡単な計算ができなくなった
    □   家事などがてきぱきできなくなった
    □   作業中に話し掛けられると今までしていたこ
              とを忘れてしまう
    □   趣味等これまで関心があったことへの意欲が
           湧かない

自分（家族）でチェックしてみましょう

物忘れが気になったら…

〝
知
る
〟

認
知
症
の
現
状　

   

認
知
症
と
は
、
後
天
的
な
脳
の

病
気
等
で
記
憶
力
や
判
断
能
力
と

い
っ
た
認
知
機
能
が
低
下
し
、
日

常
生
活
に
支
障
を
来
す
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

   

老
い
に
伴
う
病
気
の
一
つ
で
、

高
齢
者
の
七
人
に
一
人
が
認
知
症

と
い
う
厚
生
労
働
省
の
推
計
を
本

市
に
当
て
は
め
る
と
、
六
千
二
百

〝
防
ぐ
〟

日
頃
か
ら
の
予
防
と
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療　

   

残
念
な
が
ら
、
認
知
症
の
発
症

を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
認
知
症
の
大
部
分

を
占
め
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
や
脳
血
管
性
認
知
症
は
、
生

活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
等
）
と
の
関
連
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
や
適
度
な
運
動
等
、
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  高齢者虐待の多くが認知症の方に対するもの
です。認知症の進行とともに、介護への抵抗や
徘徊といった行動が目立つようになり、介護す
る側の負担が増えることで、虐待につながるこ
とが心配されます。次のことを心掛け虐待を未
然に防止しましょう。

▼思いやりを持って接する
▼認知症に対する正しい知  
    識を身に付ける
▼一人で悩みを抱え込まず相談する。「認知症
   の人と家族の交流のつどい」など介護者の集
   い等に参加し、介護についての情報交換や悩
   みを相談する。
   
□地域で見守りましょう□
   高齢者虐待の早期発見のためには、周囲の「気
づき」が大切です。もし、日常生活の中で高齢
者の様子が「おかしいな」と感じたり、気掛か
りなことがあったりしたら、また、虐待を発見
したら地域包括支援センター等に相談・連絡し
ましょう。

精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
と
、
異

常
な
言
動
等
の
症
状
が
出
や
す
く

な
り
、
介
護
す
る
側
の
負
担
も
大

き
く
な
り
ま
す
。
認
知
症
の
症
状

を
理
解
し
、
人
格
や
自
尊
心
を
尊

重
し
な
が
ら
、
笑
顔
で
ゆ
っ
く
り

と
、
本
人
の
視
野
に
入
っ
て
話
す

な
ど
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
接

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

   

ま
た
、
介
護
す
る
側
の
頑
張
り

過
ぎ
も
禁
物
で
す
。
疲
れ
や
ス
ト

レ
ス
が
原
因
で
虐
待
に
つ
な
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
家
族
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

 

支
援
制
度
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

   

認
知
症
や
障
害
等
で
判
断
能
力

が
不
十
分
な
方
の
権
利
や
財
産
を

守
る
た
め
、
成
年
後
見
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
制
度
に
は
、
既
に

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
が
家
庭

裁
判
所
に
申
立
て
を
行
い
、
審
判

で
後
見
人
等
を
選
任
す
る
「
法
定

後
見
制
度
」
と
、
将
来
の
判
断
能

力
の
低
下
に
備
え
、
後
見
人
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
人
を
契
約
で
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
「
任
意
後

見
制
度
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

   

本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
や
契

約
条
項
等
で
具
体
的
な
内
容
は
異

な
り
ま
す
が
、
後
見
人
等
が
預
貯

金
等
の
管
理
や
、
様
々
な
契
約
・

手
続
き
等
を
法
律
的
に
支
援
し
ま

す
。  

   

本
市
で
は
、
認
知
症
支
援
の
輪

を
広
げ
る
た
め
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
い
理
解
を
促
す
講
演
会
や

研
修
会
の
開
催
、
認
知
症
の
方
や

家
族
を
支
援
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
、
七
月
一
日
に
新

し
い
支
援
の
取
り
組
み
〝「
ほ
っ

と
安
心
」
見
守
り
ネ
ッ
ト
つ
る
お

か
〟
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

外
出
す
る
と
自
宅
に
戻
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
認

知
症
の
方
等
の
情
報
を
事
前
に
登

録
す
る
こ
と
で
、
徘は

い
か
い徊

等
に
よ
る

行
方
不
明
の
未
然
防
止
・
早
期
発

見
を
図
る
も
の
で
す
。
登
録
さ
れ

た
情
報
は
警
察
や
地
域
、
協
力
事

業
所
等
と
共
有
さ
れ
、
地
域
ぐ
る

み
で
の
見
守
り
や
声
掛
け
、
効
果

的
な
捜
索
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

  

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
、

身
近
な
病
気
で
す
。
認
知
症
に
な

っ
て
も
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
家
庭
だ
け
で
な
く
地

域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
が
不
可

欠
で
す
。
本
市
は
、
こ
れ
か
ら
も

認
知
症
の
方
に
寄
り
添
っ
た
取
り

組
み
を
継
続
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

みんなで防ごう、高齢者虐待成年後見制度利用の流れ

～法定後見制度の手続き～
 ■問山形家庭裁判所鶴岡支部☎23‐6677

①申立て
…本人の住所地の家庭裁判所に申し立てます。
※本人・配偶者・４親等内の親族・市区町村長等が申し立てる
ことができます。
②審理・審判
…家庭裁判所において申立ての内容を審査した上で、後見内容
を定め、後見人等を選任します。
※審判をするに当たっては、原則として医師による鑑定が必要
です。
※後見事務の監督のため、後見監督人が選任されることがあり
ます。
※審判内容は本人と後見人に通知されます。
③審判確定・登記
…後見等開始の審判が確定すると、その内容が登記されます。
④後見事務開始

～任意後見制度の手続き～
 ■問鶴岡公証役場☎22‐9996

①任意後見契約・登記
…本人と任意後見受任者（任意後見人となる人）が公証役場で
任意後見契約を結ぶと、その内容が登記されます。
②申立て（判断能力が低下したら）
…任意後見監督人の選任を家庭裁判所に申し立てます。
③審理・審判・審判確定
…任意後見監督人を選任する審判が確定すると、その内容が登
記されます。
④後見事務開始

高齢者虐待とは…
○ 身体的虐待：暴行等
○ 心理的虐待 ：暴言や無視等
○ 経済的虐待：年金を取り上げる等
○ 性 的 虐 待 ：わいせつな行為をする等
○ 介 護 放 棄 ：介護や世話をしない等

   成年後見制度を利用する場合は、手続きが必要です。
  各制度で手続きの方法や必要書類、費用等が異なりますの
で、それぞれの問合せ先に確認してください。
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お住まいの地域 担当の地域包括支援センター 電話番号
第一学区、第四学区 健楽園地域包括支援センター 25‐0888

第二学区、斎地区、黄金地区 鶴岡市社会福祉協議会地域包括支援センターなえづ支所 25‐9275
第三学区、湯田川地区、田川地区 地域包括支援センターつくし 29‐1256

第五学区、栄地区 永寿荘地域包括支援センター 29‐2900
第六学区、大泉地区、京田地区    鶴岡市社会福祉協議会地域包括支援センター本センター 29‐1626

上郷地区、大山地区                                    〃                                    おおやま支所 33‐0202
三瀬地区、小堅地区、由良地区                                    〃                                    とようら支所 38‐8150

加茂地区、湯野浜地区、西郷地区 しおん荘地域包括支援センター 76‐3762
藤島地域 地域包括支援センターふじしま 78‐2370
羽黒地域                  〃                 かみじ荘 64‐8281
櫛引地域 鶴岡市社会福祉協議会地域包括支援センターくしびき支所 57‐5300
朝日地域 地域包括支援センターあさひ 58‐1068
温海地域 鶴岡市社会福祉協議会地域包括支援センターあつみ支所 43‐2301

行方不明になったとき

登録の流れ

鶴岡警察署家族

申 請
・登録情報
・写       真

相 談

訪問し、申請書を作成
（登録情報の聞き取り・写真撮影）

親戚や消防団に捜索を依頼する 自宅訪問や協力団体への連絡

 
登録している●●です。
おばあちゃんがいなくな
りました。

認知症徘徊ＳＯＳネットワーク “「ほっと安心」見守りネットつるおか” の仕組み

を伝える。

データ提供
・登録情報
・写       真

 

   この取り組みは、市が鶴岡警察署、鶴岡市町内会連合会、鶴
岡市民生児童委員協議会、認知症家族の会、介護保険の事業所
等と連携して認知症の方やその家族を支援するものです。７月
24日に、事前に申請された登録情報等を鶴岡警察署に引き継
ぎました。現在、市内の51法人163の事業所が捜索協力登録
機関となっています。 事前登録申請書等引継式

   お住まいの地域の地域包括支援センターに気軽にご相談ください。

行方が分からなくなったら…
すぐに警察に110番通報 !!

地域包括支援
センター

《事務局》
  長寿介護課高齢者
  交流センター

居宅ケアマネージャー
本所長寿介護課
各地域庁舎市民福祉課

長寿介護課高齢者交流センター
各地域庁舎市民福祉課
地域包括支援センター

認 知 症 の 相 談 窓 口

了解しました。
登録情報を基に直ちに
捜索します。

連
絡

相
談

家族等 鶴岡警察署・氏名 ･ 住所・服装
・いつもの行き先
・徘徊の有無   等

を伝える

《登録情報》


